




くなった。

③以上 2つの傾向は、RIの投与量にかかわ らず確認

できた。

まとめE

①count/ pixel値の多い画像では、TEW収集の方

が好まれた。

②count/pixel値の少ない画像では、 両収集法とも

好みがほぼ半分に分かれた。

③contrastの高低による好みの差は特に見られな

かった。

④coun t/ pixel値が少なく、かつ contrastが高い画

像には、TEW収集がほとんどの医師に好まれない例

があった。

考察

①count/ pixel値の多い場合には、 TEW収集の方

が医師は読影しやすいようである。TEW収集する こ

とにより count/pixel値は少なくなるが、 countの

多い画像に関してはその影響を受けに くく 、その分

contrastが高くなるので、多くの医師が好んだと考

えられる。

②TEW収集にあたって、結果 Iの傾向より、count/

pixel値つまり信号量が少なくなり、contrastが高く

なる ことから、心筋梗塞領域が過大評価される可能性

がある。

③全試料の約70%の像に対して、 TEW収集の画像が

好まれたので、臨床上の使用を前向きに検討していき

fこし、。

おわりに

良好な結果が得られたが、count数の少ない場合、

またその対処法など‘課題は残っている。これからも画

質の改善に取り組み、よ り良い画像を提供していきた

今回の試みにご協力いただいた当院循環器科の先生

方には、この場をお借りして深く感謝申し上げます。
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At present， single-window accum ulation of 71 Ke V:t 10% is employed for energy accumulation 

in 201 TI-myocardial scintigraphy by SPECT and SPECT images without clinical hindrance are available. 

This time， we introduced a new model， which enabled the use of the triple energy window method (TEW 

method) correcting cross talks of scattering radiation occurring between nuclides when two nuclides are 
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収集エネルギーの検討



accum ulated sim ultaneously. 

We used this model to compare the conventional single window accumulation and TEW accumulation by 

physical evaluation and visual evaluation using the SPECT images obtained by the two methods and 

examined their usefulness taking cross talks of emission energy within 201 TI. 

Key words : 201TI， accumulation energy window， TEW method， S / N ratio 

Komatushima Red Cross Hospital Medical Journa15:51-54，2000 

54 当院での201'1'1心筋SPECTシンチにおける、 Komatushima Red Cross Hospital Medical Journal 
収集エネルギーの検討


	052
	053
	054
	055

